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日本 における トランポ リン競技規則の変遷(4)
田 野 有 一
我国における トランポリン競技規則の六回目の改訂にあたる 「第七改訂版
競技規則」 〔筆者 自身による呼称〕は,1987年(昭62)1月か ら1992年(平
4)12月までの六年間に日本国内での全国規模の競技会 において適用され
た。
JTA(1)制定 のこの規則 集 は,冊 子体裁 もそれ までのB5判 のいわ ゆる
ソ ー ト判"か らB6判 のXNハンドブック判"へ と変わ り,コ ンパク ト化 され
た。表紙には,「CompetitionRulesforTRAMPOLINING」とxx初の欧文
表記"で,そ の下方に 「TECHNICALCOMMITTEEJTA」と記され,
競技団体のロゴマークも印刷 されている。 、
規則集 としての記載内容について見ると,「競技規則」の条項記述に引 き続
き,演技姿勢 とベ ッド面での移動 に関する 「減点基準の簡略図」,「公認審判
員規則」が(第 五改訂版 と同様の形式で)掲 載されてお り,これらに続いて
「種目難度表」 と 「審判実績」(記録簿)が 新たに加 えられ,こ れは以前には
見 られない改訂版の特色の一つ となっている。
競技規則の条項記述に先立ち,『FIT(2)トランポ リン競技規則;1987年1
月1日 より効力を発する』 との記述があり,これ また我国でのかつての規則
集には見 られない。敢えてXXFIT競技規則…"と記 した訳は,JTAがFITに
加盟 した,1972年以後における数度 にお よぶ我国での競技規則の殆 どの改訂
が,FITの改訂 に起因 しているからに他ならないか らであろう。つ まり,こ
れ はFIT制定の競技規則に準拠する姿勢の表れである。
本稿では,1981年(昭56)から1956年(昭61)12月までの約5年8ヵ 月
の問に適用された第六版規則集(3)(5回目の改訂。本稿では旧版に相当する。)
と,第七版規則集(6回 目の改訂。本稿では新版 に相当。)における改訂内容
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表1-a競 技規則の内容比較(そ の1)
改訂項目 1981(S56).5～1986(S61).12 1987(S62).1～1992(H4).12
・B5判 ・B6判 ,「FITトラ ンポ リン競技 規則 」
規 則 集 ・表題…日本 トランポリン協会規則集 ・表 題 …00〃Zρθ魏 勿 η1軌165∫0γ
(冊 子 体 裁) TRAルfPOLINING-TECH2VICAL
COM雁7フEEノ阻 一
規則記述前の記述
「この競技規則集は,日本 トランポ リン協会
が主催するすべての競技会に適用する」
「FITトラ ンポ リン競 技規 則」1987年1月
1日 よ り効力 を発す る。
・第1回 目の自由演技は規定演技得点の最 ・(約10人つ つの グルー プに分 け られ た)
も低い選手から始める。同点の場合は抽 各 グループは次のグループが予選を行う
選により試技順を決定する。*L2.2 前に規定演技 と第1回 目の自由演技を行
個 人 競 技 う。*1.2.1
・自由演技の試技順は規定演技の試技順と
同 じ。*1.2.1。1
・1つ の トラ ンポ リンチー ムは4名 の女子 ・1つ の トランポ リ ンチ ーム は最 小限3名
又は男子で編成される。*2.1 の女子又は男子,また最大限4名 の女子
又 は男 子で編 成 され る。*2.1.1
・そのチームの全選手は,1回の規定演技 ・そのチームの各々の選手は,1回 の規定
と1回の自由演技を行なわなければなら 演技 と2回の自由演技を行なわなければ
ない。*2.2 な らない。*2.2
団 体 競 技 ・チーム得点は,規定演技と第1回 の自由 ・チーム得点は各々の演技(規定演技,1
演技の得点により計算される。*2.3 回目自由演技,2回 目自由演技)ごとに,
そのチームの上位3名 の得点が合計され
た もので ある。*2.3
・世界 ・各地域 ・各国における競技会では
規則2.3に基づき規定演技と第1回 の自
由演技の得点により計算 される。
*2.3.1
服
公認スポッター
装
・一定の トレーニ ングスゥー ツと運動靴又
は白の足首 より下をおおうものでなけれ
ばならない。*6.3
・一 定 の トレーニ ング ウェア と運 動靴 を着
用す る。*6.3
・これ らの規 則(6.1,6.2,6.4)に違反 し ・これ らの規 則(6.1,6.2,6.4)に違 反 し
選 手 た場合は失格 とする。*6.5 た場合 は失格とする。 この決定は主審が
イ了うo*6.5
・競技カー ドには,自由演技種 目および難 ・競技 カー ドに書 く種 目名及 び難度点 は
競 技 カ ー ド 度点を記入しなければならない。*7.1 FIT規定の公式種目並びに難度点 を使
用 しな けれ ば な らない。*7.1.1
ト ラ ン ポ リ ン
・トラ ンポ リンの規格 はJ,T.Aの示 す基 準
に従 わ なけれ ばな らない。*8.1
・トランポリンの規格はFITの示す基準
に従わなければならない。*8.1
・安全の為 に競技主催者 はウォーミング ・競技主催者はウォー ミングアップ期間及
アップ期間及び競技の問,少 なくとも8 び競技 の問,フ ロア ・マネ ジャー及 び少
名の経験あるスポッターを配置 しなけれ な くとも8名の経験 あるスポッターを任
安 全 ばな らない。*10.1 命 しな けれ ばな らない 。*10,1
・主審 と競技委員長は,スポッターの行動 ・主審 とフロア ・マネ ジャー はスポ ッター
をコ ン トロー ルす る必 要 があ る。*10.2 を監督する責任がある。*10.3
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改訂項目 1981(S56).5～1986(S61).12 1987(S62).1～1992(H4)。12
・競技中に自分のスポッターやコーチが選 ・規則23.4.1(演技審判 員 の義務 「主審 の
手に話 しかけることは許されない。 この 指示による減点」の項)に転記
規則が守られなかった場合は,主審の指
示で副主審及び1審から6審までの演技
審 判 員 に よって1回 に っ き0.3ポイ ン ト
減 点 され る。*10.5
・トランポ リンの端は,安全台又 は着地 ・トランポリンの端 は,安全台又は着地
マットを使用 しなければならない。その マッ トを使用しなければならない。その
安 全 規格は競技委員会によって決められたJ. 規格は競技委員会 によって決め られた
T.Aサイズ に適 して なけれ ばな らない。 FITサイズに適してなければならない。
*10.7 *10.6
・ス ポ ッター マ ッ トは選 手 の 指 定 し た ス
ポッターのみが使用を許可される。その
規格は競技委員会 によって決め られた
FITサイズに適してなければならない。
*10.7
ウ ォー ミング
ア ツプ
・全ての選手は,各競技に入る前に1回30
秒間の練習が許可される。
*14.2
・選手 は,各競技に入る前に,約10人づっ
のグループに分けられ,1人1回30秒間
の練習が許 される。*14.2
・選手は最初の技を始める前に好 きなだけ ・主審の合図があった後,選手 は1分以内
何回でも準備のジャンプを行 うことが出 に最初の種目に入らなければならない。
来 る。*15.2 これ に違 反す れば規則23.4.4によ り各演
技審判員 より0.1減点される。〔後略〕
*15.2
演 技 の 開 始 ・最初の技を始める前の予備跳躍のや り直 ・主審の演技開始の合図後1分30秒を経過
しは1回だけ認められる。2回 目には各 しても,なお演技 を開始しなかった場合,
演技審判員により1.0減点される。3回目 主審の指示によって演技審判員は演技点
は認められない。 より0.5の減点を行う。また予備跳躍は演
*附 則 …28.4 技 とみ な さな い。*附 則 …27.3
・以下の項 目は,各姿勢に求められる最低
の定義である。*16.6
・伸び型…上体 と大腿 は135度以上開いて
いな ければな らな い。*16.6.1
・えび型…上体 と大腿は完全に折 りたたん
演技中の姿勢 だ状態 または135度以内でなけれ ばな らない。また大腿 と下肢の角度 は135度以上
で な けれ ばな らな い。*16.6.2
・抱え型…上体 と大腿の角度及び大腿と下
肢の角度は135度以内でなけらばならな
し)o*16.6.3
同 じ 技 の 反 復
・「抱 え型」 と 「パ ック」姿勢 は同一 の姿勢
とみな され る。*17,2.1
・(シンクロナ イズ ド競 技 におい て)ペアー
演 技 の 中 断
の内の一人が もう一人の種目よりも半分
以上進んだ種目をしている場合は違った
種 目 とみな され る。*18.1.7.1
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改訂項目 1981(S56).5～1986(S61).12 1987(S62).1～1992(H4).12
・シン クロナイ ズ ド競技 に おいて,2人 の
選手は両者共最終種目の後,も う1回ス
トレー トジャンプを行 うか静止するかの
どち らか を行 わ な けれ ば規 則25.3.3に
よ り減点 され る。*19.3
〈注意〉「同時性審判員の義務」の項中…
演 技 の 終 了
・10種目の後,両 者 が同 じ動作(静 止又 は
ス トレー トジ ャンプ)を しな い場合0.2
の減点。*25.3.3
・演技が中断し,その最終種目がストレー
トジャンプの場合,演技の中問に入れた
難度 の ない フィー トバ ウンス とはみ なさ
ず,演技終了後のストレー トジャンプと
みなす。*19.5
・同時性得点は電気機器具によって算出さ
れる。主審 はこの算出された得点に対し
責任 を負 う。*20。2.8.1
・電気器具に故障があった場合または器具
採点(同時性得点 を使 用 しない場合,9審 ・10審・11審3
の評価) 者の中間得点が2倍され同時性得点とな
る。*20.2.8.3
・競技中に電気器具の故障が起きた場合,
その競技中のすべての得点は,9審 ・10
審 ・11審3者の中聞得点を使 って計算さ
れ るo*20.2.8.3.1
・個人競技の場合,も し副主審 と1審～4 ・個人競技の場合,も し1審～5審の演技
審の演技審判員の3つの中間点の差異が 審判員の3つ の中間点の差異が次の場合
次 の場合 よ りも大 きい時 は,20.3.2の規 よ りも大 きい 時は,20.3.2の規則 が適 用
則 が適用 され る。*20.3.1 され る。*20.3.1
9.0点以上の中間得点に対して0.1点 〔同左〕*20.3.1.1
*20.3.1.1
評価点の差異 8.5～8.9の中間 得点 に対 して0.2点 〔同左〕*20.3.1.2
個 人 *20.3.1.2
8.4点以下の中間得点に対して0.3点 〔同左〕*20.3.1.3
*20.3.1.3 [注意…規 則21.1.2.1]
・3つの中間得点 を比較 して,採点の一方
も し くは両 方の 得点 が20.3.1.1,20.3.
1.2,20.3.1.3の規則 に示 され てい る「中
間点の差異の許容範囲」か ら外れている
場合 は,中 間点 を3倍 す る。*20.3.2
・審 判員,9審 と10審 〔… 中略…〕は同時 ・電気器具に故障があった場合または器具
性の欠如を評価し,その2つの得点の合 を使 用 しない場 合,9審 ・10審・11審3
シンクロナイズ ド 計 は,その両得点の違いが余 り大きくな 者の中間得点が2倍 され同時性得点とな
ければ非同時性の減点得点となる。 る 。 前 掲 …*20.2.8.3
*20.2.10
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改訂項目 1981(S56).5～1986(S61).12 1987(S62).1～1992(H4).12
・シンクロナイズ ド競技における非同時性
の評価差異が0.3点より大きい場合 は,
9審 ・10審の2つ の採点に副主審の採
点 を加えて3で割 り,出た数を合計減点
評価点の差異 として倍 にす る。*20.3.3
シンクロナイズ ド ・非同時性 に対する減点得点は,演技得 ・シンクロナイズド競技では,同時性得点
点か ら差引 かれ …*20.2.12 が演技点 ・難度点に加算される。
*演技得点一非同時性減点+難度点=最 *演技得点+同時性得点+難度点=最 終
終得点 得 点*20.2.9.2
・個人競技の演技審判員(1審～4審+副 ・個人競技の演技審判員(1審～5審)
主審)*21.3.1 *21.1.2.1
・シンクロナイズ ド競技の演技審判員 ・シンクロナイズド競技の演技審判員
*21.3.2 トラ ンポ リンNo.1(1審 ・2審 ・3審)
トラ ンポ リンNo.1(1審 ・2審 ・5審) トラ ンポ リンNo.2(4審 ・5審 ・6審)
*2L3.2.1 *21.1.2.2
トラ ンポ リンNo.2(3審 ・4審 ・6審)
*21.3.2.2
審 判 団(構 成)
・同時性審 判員(9審 ・10審)*21 .5 ・同時 性審 判員(9審 ・10審・11審)3
*21.1.4
〈注意〉「評価点の差異」の項中… ・副主審はシンクロナイズ ド競技中の副主
・審判員がその任に不適格であることが 審1*21.1.5
わかれば,主審は彼 を解任 しなければな ・審判員はその任に不適格と判断された場
らな い。*20.3.4 合は解任される。この決定は主審の勧告
によ り調停 員が行 う。*21,5
〈注意〉「主審の義務」の項中…
・不適格な審判員の解任の決断を下す。
*22.6
主 審 の 義 務
・調停員会議 を召集し,その議長を務める。
*22.6
(主審の指示により…)
・自由演技において,その演技の中にス ト
1
レー トジャ ンプが入 った場合,そ のた び
ごとに1.0点*23.4.2
演技審判員の義務 ・規則15.2による時間制限を越 えた場合
0.1点*23.4.4
〈注意>1.規 則15.2「演技 の開 始」の項
(前掲)参照
2.規 則27。3(前 掲)参 照
・演技 の間 にス トレー トジ ャンプが入 って
いないかどうかを確認 し,入っている場
難度審判員の義務 合 は主審 に報告 する。*24.5・シンク ロナイズ ド競技 中,2人 が 同 じ動
作を行っているか どうか をチェックす
る。*24.6
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、
改訂項目 1981(S56).5～1986(S61).12 1987(S62).1～1992(H4).12
・個々 の演技 点 を採 点す る。*26 .1
・シンクロナイズ ド競技における非同時性
の採点をする。*26.2
副主審 の義務 ・個人競技 において,選手がベッド以外の
いかなる物に触れた場合はただちに主審
に報告する。 *26,2
・シン クロナ イズ ド競 技中, トランポ リン
No.2を監 視す る。 *26.3
・Bク ラス:難 度 のな いフ ィー トバ ウ ンス ・Bク ラス:難 度 の ない フィー トバ ウンス
を2っ 目か ら 一〇.3点*28.1.2 を2つ 目か ら 一〇.5点 *27.1.2
・Cク ラス:難 度 のな いフ ィー トバ ウ ンス
を3つ 目か ら 一〇.2点*28.1.3
附 則
・ダ ブルカ ウン ト
B,Cク ラス において,ダ ブルカ ウ ン ト
を0.5以下の宙返 り種目に限 り1回認め
る。但 し,その技の連続 は認めない。連
続 した場合,難度点は加算されない。
*28.3
の考察 を進めるものである。
表1-a～ 表1-eは,そ れぞれの規則内容 について,項 目別に比較 した
ものである。前者(旧 版)で は,A.一 般規則,B.競 技方法,C.審 判団
と3つ に大別 されているのに対して,後 者(新版)で は,A.一 般規則,B.
競技方法の2つ に大別され,審 判団に関する規則 はB.の 競技方法に包含記
述されている。
本稿では,6回 目の改訂 にあたる 「第七版規則」において改訂された項目
中,特に重要 と考えられる点に着目し,それらの項目に関して考察 を加えた。
1.個 人競技
1)約10名に編成された各々のグループが,規 定演技に引き続いて自由
演技 を実施す る。
2)この場合の自由演技の試技順は,規 定の試技順 と同 じ。
日本におけるトランポリン競技規則の変遷(4) 9ヱ
3)第1グループの規定 と自由の2演 技が終了した後に,同様の方式によ
り第2グ ループの試技 となる。 …に改訂 された。
選手にとっては体調調整の面から考えて,従 前よりはむしろ好 ましい環境
になった筈である。何故な ら,それまでの方式では全選手が規定演技を終え
た後 に,その規定演技得点の低い者か ら順 に自由演技が実施 された訳だから,
参加選手数に影響される自由演技 までの時間的問題(待ち時間),また全選手
の規定演技終了時点でなければ,自 由演技の試技順さえ判 らない… とい う精
神的問題(不 安感)な どが,新 方式ではこれらが一挙 に解消されることに繋
がった訳である。なお,予 選得点(規 定演技得点+自 由演技得点)の 高得点
者順 に10名が決勝に進み,予選得点の低い者か ら順に決勝演技に臨み,予選
得点 と決勝演技得点 との合計 による順位 の決定方式は従前 どお りである。
2.団体 競技
1)チーム編成の人数が変更され,そ れまでの 「4名編成」から 「3名
～4名 編成」 に改められる。(チーム得点算出方法 に関しては,従 前
どお り上位3名 の得点による。)
2)演技回数(試 技数)が 変更され,「自由演技2」 が新たに加えられ,
計3回 の試技方法に改訂 される。 …の2点 である。
チーム編成人数の変更により,結果的には 「最小限3名 での編成」 も可能
となった訳であり,チーム編成の可能性の拡大に繋がったことは言 うまで も
ない。が,こ の改訂の狙いが 爪団体競技戦 におけるチーム数の増加"で あっ
たのかどうかは定かでない。
ところで2)の 「自由演技2(4)の新設」に関 しては,そ の得点算出方法に
関す る記述 〔規則2.3,ならびに規則2.3.1〕には問題点があると言わざるを
えない。 というのも,規則2.3…『チーム得点は各々の演技(規定演技,第1
回目自由演技,第2回 目自由演技)ご とに,そ のチームの上位3名 の得点が
合計 された ものである。』 との記述 に続 く,規則2.3.1『世界(5)・各地域(6)・各
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国における競技会では規則2.3に基づき規定演技 と第1回 の自由演技の得点
により算出される』とある中の,地 域に関するXNファジー表現"と 「第1回 」
の表記が因 となる"不明確 さ"か ら,解釈のしようによっては次のようなこ
とが考 えられ よう。
その一つは規則2.3.1が,「世界選手権を除 く各種の競技会」への,い わぼ
黙自由裁量"の 余地を残 した ものであるとの解釈が成 り立っ
。 しかしなが ら,
「世界選手権」等の競技会においては 隈決勝演技 としての)第2回 目の自由
演技"を 含 め 「演技回数は3回 」 とし,これ ら3っの(各 々の)上 位3名 の
合計得点 をもって順位 を決定する方法が考 えられる。 これ とは別 に,世界選
手権をも含む全ての競技会において,第1・ 第2目 自由演技 を実施し,そ の
得点算出方法(順 位決定)は,規 定演技得点に1つ の自由得点(こ の場合,
第1・ 第2い ずれかの高得点を採用)を 加算する方法 も考えられる。
さらには,『そのチームの各々の選手 は1回 の規定演技 と,2回の自由演技
を行わなければならない』 との規則22を 原則 としておきながら,実際面で
は,1回 目の自由演技 をもって算出する方法である。少なくとも解釈のしよ
うによっては以上の三通 りが可能 となる訳である。
いずれの方法にしても,チ ームを構成する選手にとって,競 技の展開上,
また,順 位決定に直結する演技 は極 めて重要な問題 となる。
付言するならば,団体競技のみならず,個 人競技やシンクロナイズ ド競技
にも出場す る選手の側からすれば,こ れ らの合計試技本数や採択決定に直接
繋がる演技内容 は,ど れをとっても気を許すことができない。
したがって,こ れ らの問題は当該選手にとっては,心 身両面におけるスタ
ミナ(競 技力)に 著 しく関わるリスクを抱 え込 むことになる。
各種 のスポーツにおける競技規則 は,い つの時代にあって も,それに関係
する者にとっては優劣の判定をも含んだ死活問題である。そのスポーツのも
つ文化性そのものの進化 ・衰退に繋がる極めて強い影響力をもつ。 それだけ
に,競 技規則 として記述 され る具体 的事象への対処方法 と判断基準 の説得
力 ・合法性が求 められる所以で もある。そうした意味でも,競技規則の記述
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方法や表記上での文言の使い分けは,特段の注意 ・配慮 を要する。況んや,
外国文の和訳化に際 しても同様である。幾通 りもの解釈が可能であった り,
それが因で混乱に陥 り不安感などが助長された りするような文言表現は,厳
に避 けられなけれぼならない。典拠の明確性 は,競技規則 にこそ求め られな
けれぼならない。
3.主 審の任務の増 加,権 限の強化
1)選手の服装違反に関するxx失格か否か"の 決定。
2)調停員会議の招集。
3)調停員会議における議長。
選手の服装に関しては,今 回の改訂前の規則 にも男女別 に記述 されてはい
るものの,違 反選手に対する処分決定権者の記載はない。この第六改訂によ
り,服装違反選手への失格通告は主審である旨が明記 された。調停員会議に
ついても同様であ り,改訂前の規則では招集権者,議 長 に関する記述は見 ら
れない。が,こ のたびの改訂でそれらが明確にされている。
4.FIT規定,な らびにFIT基準の準用
競 技 カー ドに記載 す る種 目名 や難 度 点 は 「FIT規定」 によ る こ と 〔規 則
7.1.1〕,使用器 具の規格 は 「FIT基準」に従 うこ と 〔規則8.1〕,補助 台上 の
安全 マ ッ トや スポ ッターマ ッ トについて も 「FITサイ ズ」 に適 してい る こと
〔規則10.6,規則10.7〕な ど,こ れ らに関す るそれ まで の規則 上の 「J.TA」
は全 て 「FIT」に書 き替 えられた。
前述 した とお り,本 改訂版 で の各規 則(項 目)に 先 立 ち 「FITトランポ リ
ン競 技規 則;1987年1月1日 よ り効 力 を発 す る」 との記載 か ら も,FIT規
定 ・基準 の準 用化が如実 で ある。
1978年(昭53)に発足 した 「検定工 場会(7)」が制度化 され,た び重 なる器
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具 ・用具の改善指向の結果,諸 外国に匹敵す る製造技術 レベルの向上 による
器具の製品化が進み,こ れが我国の トランポリン競技界の発展に大 きく貢献
してきた。
爾来,8年 を経過 し,JTAは公認検定器具規格の変更を行 ったのである。
それはFIT基準の準用 にほかならない。その内容 をみると,フレームよりも
爪ベ ッド"に関する変更が主である
。
競技会で使用する器具 ・用具は,選 手にとって最も重要視 される。 とりわ
け,ト ランポリン競技の性格上,ジ ャンプのたびに着床・離床の繰 り返 しの,
瞬時における対ベ ッドの"込 み動作"は,演 技の善 し悪 しに直接影響 を及ぼ
し,こ れが技の捌 き方(即 ち演技力)と して評価判定され,優 劣の決め手 と
なる。かかる意味で,選 手達 はベ ッドの材質 ・弾性 ・張力などに対 して異常
とも思われるほど神経質になる。
実際の ところ,こ れ らのごく僅かな違い(差)であっても,選手自身 はけっ
して軽視 した り見逃 した りはしない。果たしてこの際に現れる微妙な踏みの
差は,関 係者の間ではいわゆる"感性"と してとらえられ,逸 早 くこの感覚
を身に付 けた者が優位 に立つとさえ評 される傾向にある。
種々のスポーツの中で も,器具 ・用具 を媒体 とする競技スポーツにおける
レベルの向上 ・進展は,正 に"器具 ・用具の開発技術(能 力)と 相剋関係"
にある。今回のベ ッド規格 ・寸度の変更 は,表IIに示す とお り,テープ仕様
の場合には「6mm→7mm±1mm(ス タンス16mm以 内)」,ストリング
ス仕様の場合には 「2mm→3mm±1mm(ス タンス10mm以 内)」…へ
とそれぞれ変更 となった。 ごく僅かな数値 とはいえ,ベ ッド仕様 に対する新
たな許容の設定 と,テ ープベッドにスタンスが設定 された訳である。 このこ
とは数種類の製品化が可能 となった ことを意味 し,事実,検 定工場会 を組織
する4メ ーカーは凌 ぎを削って自社製品の開発に乗 り出した。こうした一方
で,選 手達は開発 ・製品化 された新ベ ッドと自分 自身 との一体感の体得(慣
れ)に より時間 をかけ,そ の成果を競技会で発表することとなった。
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表II変 更前と変更後における公認検定器具規格及び寸度
公式競技検定品(ラ ージ・サイズ)
1986年(昭和61年)ま で 1987年(昭和62年)よ り
フ
レ
ー
ム
長 さ5,050mm±60mm 長 さ5,050mm±60mm
幅2,910mm±50mm 幅2,910mm±50mm
高 さ1,155mm±20mm
-Omm
高さ1,155mm±5mm
・ベッド・スプリングの張り及び演技に
充分耐え得る強度を有する
・ベッド・スプリングの張り及び演技に
充分耐え得る強度を有する
・安 全 の為 ,フ レー ム の角 は丸 くす る。
ベ
ッ
ド
長 さ4,280mm±60mm 長 さ4,280mm±60mm
幅2,140mm±50mm 幅2,140mm±50mm
テープ6mm テー プ7mm±1mm
ス タ ンス16mm以 内
ス トリ ングス2mm
ス タ ンス16mm以 内
ス トリ ング ス3mm±1mm
I
ス タ ンス10mm以 内
・1本 のバ ン ドの張 力175kg以上。 ・ペ ッ ドは使 用 に充 分 耐 え る こ と。
・1本 のバ ン ドの 張力175kg以上 。
5.予 備跳躍 に対 す る時間 的制約の設定
(演技開始の際の)予備跳躍に関する改訂前の規則では 「選手は最初の技を
始める前に,好 きなだけ何回で もジャンプを行 うことができる」〔規則15.2〕
とし,さ らに附則部分において予備跳躍の"や り直 しの回数"に ついての規
則を設 け,「最初の技を始 める前の予備跳躍のや り直 しは1回 だけ認められ
る。2回 目には各演技審判 により1.0減点される。3回 目は認められない」
〔規則28.4〕と定めていた。
この度の改訂では,こ れらの回数制限が時間的制約へと変更されている。
基本的には1分以内で演技に入ること(減点なし)と し,これを超 えた場合
の減点対象を2つ に区分 した。その一つは 「1分01秒か ら1分29秒までを
減点0.1」,もう一つは 「1分30秒を超 えた場合 は減点0.5」と改められた。
選手 にとって演技開始(最 初の技の入 り)における予備跳躍は,(前述の)
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「ベッドと自身 との一体感」に加 え,「納得のい く高さを得 る」 といった点に
おいて,極 めて大切 な前提条件 となる。
トランポリン競技においては,体操競技やフィギュア ・スケー ト競技 など
にみられる,例 え演技中の(過 失による)中断があったとして も,その中断
後 に再び演技を続 けることが認 められている規則 を有するスポーツ競技 とは
違 い,一 度,最 初の技に入ったが最後,も しも中断した場合 には,け っして
演技の再開(続 行)は 認められない。演技の中断は,即 ち演技終了 を意味す
るとの判断が下される訳である。それだけに予備ジャンプにおいて,'心身の
安定感"を 得,か つ 爪十分な高さ"を もって臨む最初の技(入 り技)は,勝
敗 に直結する重要なカギ となる。 トランポ リン競技での予備跳躍は,ス キー
(ジャンプ)競技におけるアプローチを下降中のそれによく似てお り,や り直
しがきかない。その意味では 爪酷で非情なスポーツ"と 言える。
6.演 技 中の姿勢 に関 する 「型区分」の明文化
姿勢の型 とは,「抱え型」,「蝦型(え びがた)」,「伸び型」,「パ ック」の四
型 を意味 している。改訂前での規則によれば,
①四型共通点…脚部はきちん と揃え足及び爪先 は伸ばすこと。
②抱 え型 と蝦型の共通点…上体 と大腿は90度以内の角度であること。
(但し,捻 り宙返 りの場合を除 く)
③抱 え型…膝 より下の脚部 を抱えること。
(但し,捻 り宙返 りの場合 を除 く)
④パ ック…a)上 体 と大腿 は90度か ら120度に曲げられていること。
b)捻 りを伴った2回 以上の宙返 りのみに許 される。
… とある。
一方,改訂後の規則における表記中,改訂前 とで表記が変わった点は,
1)抱え型 と蝦型の共通点…上体 と大腿は90度以内の角度であること。
(但し,捻 りを伴った複数の宙返 りの場合 を除 く)
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2)抱 え型…a)膝 より下の脚部に触れること。
(但し,捻 りを伴った複数の宙返 りの場合 を除 く)
b)上体 と大腿の角度及び大腿 と下肢 との角度は135度以
内であること。〔最低定義〕
3)伸び型…上体 と大腿は135度以上開いていること。〔最低定義〕
4)蝦 型…a)上 体 と大腿は完全に折 りたたんだ状態,ま たは135度
以内であること。 〔最低定義〕
b)大腿 と下肢 との角度は135度以上であること。 〔最低定
義〕
5)パ ック…a)捻 りを伴った複数の宙返 りを行 う場合の形 をさしてい
う。
b)抱 え型 と同一の姿勢 とみなされる。
…である。
ここでは抱 え型,蝦 型の共通点 にみ られる 黙但 し書 き"部分に注意を払 う
必要がある。改訂前では 「捻 り宙返 りの場合を除 く」との表記であり,『1回
の宙返 りをも含む』ことになる。例 を 「Barani(8)」にとれば,こ の技は 「上体
と大腿は90度以内の角度でなければならない」とする姿勢規定の"除外の対
象技"と なる。 ところが,改 訂後では 「複数の宙返 りの場合を除 く」 との表
記に変わ り,「Barani」は逆にこの姿勢規定のxx対象技"と なる訳である。
これ と同様なのが,抱 え型(の み)の 姿勢規定表記…… 「膝よ り下の脚部
を抱 える(触 れる)こ と」の 胆 し書き"に み られ る 「捻 り宙返 りの場合を
除 く」(改訂前)の表記 は,「複数の宙返 りの場合 を除 く」(改訂後)との表記
とな り,やはり 「Barani」のような技 の扱い方が変ったのである。つまり,
改訂前の規則では,「Barani」をルーティーン(9)に組入れて実施 した場合,た
とえ膝 より下の脚部を抱 え(触れ)な くても減点対象 とはならなかったが,
改訂後 においてはこれが減点対象 とされた。この場合の減点 は,黙技のこなし
及びコン トロールのまずさ"に対する規則 〔23.3.1…改訂の前後 とも〕が適
用され,各 演技審判員により0.1～0.5の範囲で減点 される。
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一・方,こ れら演技中の姿勢に関する表記内容の中でも,各姿勢に対 して求
められる「最低定義の設定」〔規則16.6.1～16.6.3〕は,第 七改訂版規則集に
みられる特徴の一つといえる。
7.演 技 の 中断(10)扱い に1項 目 を追 加
シンクロナイズ ド競技 における非同時性に関して,「中断」とする旨の1項
目が追加された。同時性審判員による二人の選手によるベッ ドへの踏み込み
や離床時点での誤差,す なわち「着地」に対する減点方法は,高 さが50cm以
内であれば0.1～0.3,これを越える場合には0.4～0.5の減点がなされる。こ
れは規則改訂前 も改訂後 も同様である。 しかし,試技中の 「ペアの内の一人
が もう一人の種 目よりも半分以上進んだ種 目をしている場合は,違 った種 目
とみなされる」〔新規則18.1.7.1〕との項目が新たに付 け加 えられた。
ここで表記 された 「半分以上進んだ…」 との判断基準 は,一人がジャンプ
の最高点に達 し他時点で,も う一人 はベ ッドが最 も沈み込 んだ時点,も しく
はそれ以上の誤差(ズ レ!)を意味する。
シンクロナイズ ド競技での 「違 った種目を行った場合 には,中 断した もの
とみなす」〔規則18.1.7〕は従前 どお りである。
8.演技の終了に対する新たな減点項 目の追加
改訂前には記述のない2項 目が加 えられた。 この内の1項 目は,シ ンクロ
ナイズ ド競技での最終種 目後における二人の終了方法の違 いに対する減点で
ある。一人はチェックバウンス(11)の形で終了し,もう一人はス トレー トバ ウ
ンス(12)を行い終了 した場合には,「10種目の後,両 者が同 じ動作(静 止 また
はス トレー トジャンプ)をしない場合 は0.2の減点」〔規則25.3.3〕が適用 さ
れることとなった。
もう1項 目は,個 人競技 における中断演技の際の最終種 目がス トレー ト
日本におけるトランポリン競技規則の変遷(4) 99
ジャンプの場合の判断基準 を明確にしたものである。その 「ス トレー トジャ
ンプは演技の中間に入れた難度のないフィー トバ ウンスとはみなさず,演 技
終了後のス トレー トジャンプ とみなす」〔規則19.5〕と明記 し,演技審判員が
いたず らに混乱 しないよう配慮を加えたものと推察する。
9.同時性得点の算出に電気機器 を採用
(後で述べるが)シ ンクロナイズ ド競技 における同時性審判員数の増加に
伴い,そ の得点の算出方法がそれまで以上 に複雑化することによる対処策 と
も考えられる。 しかしなが らこの一方で,電 気機器の導入(使 用)を 義務づ
けている訳ではない。使用 しない場合や電気機器が故障 した場合の計算方法
の記述 もみられる。
10.シンク ロナ イズ ド競技 における最終得点算 出方法の改訂
改訂前は,非 同時性に対する減点得点は,(トランポリン)No.1とNo.2の
各々の中間得点を合計 した演技得点か ら非同時性に対する減点得点をマイナ
スする最終算出方法が採 られていた。この方法 は規定演技の際の方法である。
自由演技の場合にはこの得点に難度点を加算したのである。っまり,演技得
点から 爪マイナス した り,さ らにプラスした り…"し ていた訳である。
これが今回の改訂により"加算方法のみ"の方法に改められた。すなわち,
同時性審判員 による 「非同時性に対する減点得点」は,「同時性に対する加点
得点」をもって算出される方法に切 り換 えられたのである。
その手法は,各 同時性審判員が10点(同時性が満点の意)か ら非同時性の
減点合計を差引 くというものである。 これにより,演技得点+同 時性得点+
難度点=最 終得点 という方法に変わった。
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11.審判 団(13)の構 成 メ ンバ ー を改訂
改訂前の個人競技の演技審判員 とは,1審 から4審 までの4名 に副主審が
加わった5名 をさしていた。が,改 訂後はこの演技審判構成員か ら副主審が
除外 され,こ れに代わり新たに5審 が配置された。改訂前では2名 の副主審
が配置 されてお り,この内の 「個々の演技点 を採点する(任 にあった)副 主
審1名 」が除外され,残 りの1名 は,「シンクロナイズ ド競技中の副主審」と
いう形で配置 されることとなった。
一方,シ ンクロナイズ ド競技における演技審判員の人数 は,改訂の前後 と
もに6名 と変化 はみ られないが,各 々の審判員が担うべ き採点台(ト ランポ
リン台)が 変わった。改訂前にはNo.1を担当していた1審 ・2審・5審が改
訂後には1審 ・2審 ・3審へ,No。2を担当 していた3審 ・4審 ・6審が改訂
後には4審 ・5審 ・6審へと数字順に変わ り,紛 らわ しさが解消された。
さらには,(前記の如 く)シンクロナイズド競技における同時性審判員が1
名増員 され,そ の名称は9審 ・10審・11審と定められた。 これに伴い改訂前
には複雑だった 「同時性の評価に大 きな差異が生じた際の算出上の問題点」
〔改訂前規則20.3.3を参照〕 も解消 し,同時性得点の算出方法が単純化され
た。つまり,改訂後は9審 ・10審・11審の3者 の中間点が2倍 され,こ れが
同時性得点 として計上され,演 技点 に加算されることとなった。
今回の審判団の改訂は,以 上のような増員や削員はあったものの,結 果的
には総数(13名)に変化はみ られず,改 訂前に比べ極めて解 りやすい審判組
織に改善 されたといえる。
12.「演技審判員の義務」の項 に,主 審の指示 による減点項 目を整理
改訂前の規則 には 「主審の指示による減点」としてまとめられた項 目はみ
られない。改訂後 は 「演技審判員の義務」〔規則23〕の中に,「主審の指示に
より以下の減点 を行 う」〔規則23.4〕との表記がなされ,次の4項 目がここに
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まとめられている。
1)選手が演技中,スポッター(14)またはコーチか ら話 しかけられた り,何
等かの合図を受けた場合,そ のたびごとに0.3点 〔規則23.4.1〕
2)自由演技 において,そ の演技の中にス トレー トジャンプが入った場
合,そ のたびごとに1.0点 〔規則23.4.2〕
3)規則19。4による追加の技があった場合1.0点 〔規則23.4.3〕
4)規則15.2による時間制限を越 えた場合0.1点 〔規則23.4。4〕
この4項 目中,1)に ついては,改 訂前では「10.安全」項の規則10.5に,
3)は 「19.演技の終了」項の規則19.4にそれぞれ記述があり,これ らは今
回の改訂で この項 に転記,集 約された形 を採 られている。
また,2)と3)に 関しては,と もに新たに設けられた項目として本項に
記述 されている。とりわけ,2)に っいては演技終了 とは解釈せずに,あ く
まで一連の運動 として とらえ,ス トレー トジャンプ1本 につき1.0点の減点
措置を講 じているのが特徴的である。
しかしなが ら,例 えぼこの項目が適用された場合,結 果的に当該選手が上
位の座 を収 めることは不可能であろうが,筆 者 としては演技の中断にも匹敵
するほどの ものであろうと考える。 もしも或 る選手が,こ の規則を十分承知
の上で利用するとするなら,自己の有する最高難度技をルーティーンに組入
れ,そ の技 の前にス トレー トジャンプを故意的に行い,次 に最高難度技を試
みた場合,こ の部分に関する限 りでは1,0点の減点で済むことになる訳であ
る。果たしてそれは 黙続行演技"と して とらえてよいものであろうか。筆者
には,少 なか らず疑問が残 るところである。
13.難度審 判員の義務 として新 たに2項 目を追加
改訂後 は,個人競技における 「演技中でのス トレー トジャンプの有無」の
確認 〔規則24.5〕と,シ ンクロナイズ ド競技 における 「2人の演技内容の
チェック」,即ち前記の演技姿勢 に関する"型の区分"を も含めた動作の確認
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〔規則24.6〕の2業務が新たに加 えられている。
前者 は,(前述の)主審の指示による 「演技審判員の義務」として明記 され
た 「自由演技中にス トレー トジャンプが入った場合,そ のたびごとに1.0点
の減点」〔規則23.4.2〕の基 となる,演技中での"ストレー トジャンプの有無
の判断者 は難度審判員"で あることが明確 となった。実際場面において,難
度審判員が演技中でス トレー トジャンプが挿入された と判断した場合は,そ
の旨を主審 に報告,こ れにより主審が演技審判員 に対 し指示 を出し,各 演技
審判員により1.0点の減点を課す… という一連の流れがはっきりした。
後者は,改訂前の「規定 ・自由の両演技の展開をチェックする」〔規則24.2〕
との表記 を,単 に新項 目を起 こして表記方法を変 えたにすぎない。
14.副主審の義務内容が変更
改訂前にみられる 「個々の演技点を採点する」〔規則26.1〕と「シンクロナ
イズ ド競技 における非同時性の」を採点する 〔規則26.2〕の項目が削除され,
今回の改訂で,前 者に関しては 「個人競技 において,選 手がベ ッド以外のい
かなる物 に触れた場合 はただちに主審に報告する」〔規則26.2〕と,また後者
については 「シンクロナイズ ド競技中,ト ランポ リンNo.2を監視する」〔規
則26.3〕とその任務内容(義 務内容)が 改められている。 これらは第六改訂
の大きな特徴の一つである。(*本稿の 「審判団の構成メンバーを改訂」を参
照)
15.附則項 目の内容が一変
改訂前 での競技 レベル の差 による3ク ラス(A,B,C)設 定が縮 小 され,
AとBの2ク ラス設定 に変更 された。 また,Bク ラスの 自由演技 の際 の 「難
度の ない フィー トバ ウンス」 実施 に対 す る減点が,2つ 目か ら(そ れ までの
0.3から)0.5に引 き上 げ られ た。Aク ラスで の「1つ入 れ る度 に0.5の減点」
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には変更がみ られない。さらにこの一方で 「ダブルカウント(15)」に関す る項
目がすべて削除され,結 果的にBク ラスにおける"実質的な格上げ"が窺 え
る。 この附則にみられるXXCクラスの撤廃"と,Bク ラスでのxxペナルティー
付加 とダブルカウント無 し"といった改訂 は,言 うまで もな く我国における
黙競技力のアップ"を 指向した姿を如実に示 している。
今回の改訂においても,附則 〔規則27〕として掲げられた,い わば 『日本
国内専用ルール』は,(第五改訂時 と同様 に)競技規則全体からみればごく僅
かであり,他 の殆 どはFIT制定の競技規則の和訳版 といえる。
毎年,世界各国で繰 り広げ られる国際競技会において適用されるFIT規則
は,当然のことなが ら,我国において もこれに準拠 した規則をもって 日常的
に展開されていなけれぼ世界に通用する選手 も輩出できないし,またそれ以
後 における世界の動向を推 し量 ることもできない。
これまで 「日本におけるトランポ リン競技規則の変遷」 と題 し,そ の規則
内容の移 り変わ りを詳細 に分析 してきた。 と同時に,そ れぞれの規則の適用
期間にっいても調査を加 えて きた。今回の改訂版(第 六改訂)の 適用期間 は
6年間であるが,全 体的には 「2年未満から6年」 と長短様々である。言っ
てみれば 、猫の目"状 態にも似てお り,ま るでアメーバーのようにその姿 ・
内容 を変え今 日に至っていることが解る。
しかし,トランポ リン競技界の関係者にとっては,それだけに目が放せず,
常 にその改訂内容に注意 を払 う態度が求められる。人為的かつ非 日常的なス
ポーツと評され,運 動の"量 より質 を競 う"この競技がもっ性格上,こ れは
いわば宿命なのである。人間が空中に一過性の美を描 き,それを人間が優劣
判定する…このこと自体,人 類が求 めて止 まない 黙限界への挑戦"の 証 しで
もある。
さて,次 に本稿において考察を進 めてきた(我 国では第七版にあたる)ト
ランポ リン競技規則が適用された期間,す なわち1987年～1992年の間にお
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ける,日本の トランポリン競技界の社会的背景 と諸事象 について,改 めて眺
めてみたい。
そうすることが,そ の時々で繰 り広げらた数々の出来事 と様相が,果 た し
て どのようにしてそれ以後の競技力向上対策に連動していったのかといった
点を知 る上で極めて重要であると考 えるか らである。
延いては,そ れが日本の トランポリン競技界全体の,そ れ以後に与 えた影
響などを考察する上で も重要な意味 をもっ と考 える。
"市民権獲得"と"マ イナ ースポーツ脱 却"を 目指 したJTA活 動
1987年,当時JTA会 長の任 にあった塩川正十郎氏(16)は,この年度の協会
の最大 目標 として,財 団法人;日 本体育協会 〔以下,日 体協 と称する〕への
正式加盟 と,国民体育大会 〔以下,国 体 と称する〕への参加…の二つを掲げ
た。これ らに関し,この前年度に発足 した24の都道府県 トランポリン協会の
誕生を絶賛 し,こ れ と既存協会(11団体)を合わせ ると 「JTA加盟の協会数
が35」に達 した事実を挙げ,沃 躍進の年"で あった と評 している。(17)
この一方で,当時JTA理 事長の大林正憲氏(18)は,日体協への正式加盟申請
の条件 として,「32以上の都道府県協会の都道府県体育協会 に加盟」を強調
し,関係者 に対 し 「一致協力体制の必要性」を訴 えている。(19)
以後,JTAは日体協 に対 し加盟申請を試みたが,残念ながら認 められるま
でには至 らなかった。その理由としては,①35に及ぶ都道府県協会中,都道
府県体協加盟協会は僅か4協 会 にすぎないこと。②全国大会 に繋がる 「国体
ミニ ・ブロック競技会」に相当する全国規模の競技体系が無いこと…の二点
が指摘 された。(20)
翌年の1玖88年,JTAはこれ以後の進むべき方向性の転換が求められ るこ
ととなり,し たがって この1年 の具体的な目標を,① 各市町村での協会組織
の強化。②都道府県協会の都道府県体協への加盟推進。③国体 ミニ ・ブロッ
クでのシャ トル競技会の開催…の三点(21)とした。この時点を境 としてXXJTA
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の新たな歩み"が 始まったといえる。
1989年,日体協は 「大改革」を断行 した。その内容は,「JOC(22)の独立」
と 「寄附行為改革」の二点であり,結果的には 『日体協への加盟条件の緩和』
という形になって表れた。(23)
これらの影響で,1990年,JTAは日体協か ら'準加盟"を認めらる。 これ
に至 る経過は,5県 の体協加盟実績 と35都道府県協会組織が,(日体協への
加盟条件緩和の具体的内容 として挙げられていた)次に掲げる 「3条件(24)を
満たせば準加盟 を認め,保 護育成 してい く」 とされた ことに起因 している。
その3条 件 とは,以下のとお りである。
①法人格を持つ競技団体 は,数 県以上の都道府県体協の加盟実績,及 び
10県(1/5)以上の都道府県支部組織の整備実績を有すること。
②任意団体 は12県(1/4)以上の都道府県体協の加盟実績,及 び16県
(1/3)以上の都道府県支部組織の整備実績 を有すること。
③上記の条件 を満たさない競技団体 においても,1県 以上の都道府県体
協の加盟実績,及 び数県以上の都道府県支部組織の整備実績 を有する
こと。
こうした背景には,ソ ウル五輪における日本の大敗が国会をはじめ世間に
スポーツ行政の在 り方が問われた点 と,ニ ュースポーツの台頭 という 黙時勢
の波の影響"を 受 け,こ れが寄附行為の改革,即 ち 「加盟条件の緩和」 とい
う形に連動した点がある。
1991年,JTAの役員改選により新会長 に就任 した森 喜朗氏(25)は,設立
20年目を迎えたJTAの'揺藍期"が終了した ことを告げた。一方,新 理事長
の長谷川輝紀氏(26)は,日体協への正式加盟,普及指導員の国家的イヴェン ト
への参加,魅 力ある競技会の開催…の三点を掲 げ,こ れが果たすべ き自分の
任務であることを強調 している。(27)
翌1992年,JTAは協会設立20周年式典を挙行した際,「JTAの社団法人
化」と 「日体協への正式加盟」を表明。法人化に向けた"準備委員会の設立"
と,填 体的活動内容"を 基にした 「マイナースポーツ脱却」と 「スポーツと
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しての市民権獲得」の二っが当面の目標であることを告げた。(28)
国際舞台への積極的参加 と競技 レベルの向上
表III国際競技会 における日本選手の足跡(1987年～1992年)
西暦(元号) (参加)国際競技会名 開催国 男 子
(獲i得順 位,メダル数)
女 子
(獲得順位,メダル数)
'87年(昭62)4thパ ン ・パシ フィッ
ク選手権
オース ト
ラ リア
'88年(昭63)15th世界選手権大会 アメ リカ
'89年(平1)
3rdワ ール ドゲー ムス 西 ドイ ツ 個 …23(初参加) 個 …12/21(初参加)
5thパ ン・パ シフ ィッ
ク選手権
日本(大阪) 団 …1,個 …1/3/
6/7シ …1/3
団 …1,個 …1/4/7
シ …1/2
世界年齢別競技大会 同 上 金11,銀13,銅6(計30)
'90年(平2)
16th世界選手権大会 西 ドイ ツ 個 …16/20/28/56
団 …6,シ …5/9
個 …19/20/24/31
団 …6,シ …11/16
12nd世界年齢別競技大会 ドイツ 金2,銀3,銅1(計6)
'91年(平3)
6thパ ン ・パ シフ ィッ
ク選手権
オース ト
ラ リア
団 …2,個 …4/5/6
シ…4
団 …2,個 …3/4/6
シ …3
世界年齢別競技大会 同 上 金8,銀6,銅7(計21)
'91ド ブ ロエ フ ス キ ー
カ ツ プ
ソビエ ト
'92年(平4)
17th世界選手権大会 ニ ユ ー ジ ー
ラ ン ド
個 …8/20/34/53
団 …7,シ …14/16
個 …11/21/24/28
団 …4,シ …12/16
13rd世界年齢別競技大会 同 上 金4,銀5,銅3(計12)
*獲得1頂位,メ ダル数欄の 「個」は個人,「団」は団体,「シ」はシンクロナイズ ド,/
の前後の数字は獲得順位,金 ・銀 ・銅 はメダルの獲得数を示す。
表IIIは,1987年から1992年における各種の国際競技会での日本選手の足
跡 を示 した。毎年世界 に挑戦 し続 けた 日本の姿を窺い知ることができる。
我国が1972年(昭47)にFITに加盟すると同時に,初 の世界選手権(第
7回大会)に 参加 して以来,徐 々に国際舞台での経験 を積み上げ,そ の競技
レベルを向上 させていった。1980年(昭55)に開催された第11回世界選手
権大会のシンクロナイズ ド競技 において,松本・岩下ペアが「初 のメダル(銅)」
を獲得 した。それ まで幾度 とな く夢見た"最 大イヴェントでのメダル"を 手
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中にしたのである。そして1987年(昭62),JTA理事長の大林正憲氏がFIT
の理事 に就任,日 本からはxx初のFIT役員"の誕生 となり,同氏への期待感
がさらに強 まった。 このようにして徐々に日本の競技力 と組織力の面 におい
て,世 界の国々から高 く評価されるようになった。
日本 はこの年 に開催された第4回 パ ン・パシフィック選手権(29),その翌年
の第15回世界選手権,な らびに同年齢別競技会 と,問 をおかず参加出場 し,
我国の競技水準 を世界にアッピール した。
こうした一方で,1988年,世界の トランポリン競技界にとって大 きな出来
事が起 こった。それはソウル・オ リンピック時に開催された,第94回10C総
会 において,「FITが10Cの承認団体」 として認められた ことである。
このことは,近 い将来において 「五輪種 目に採用される可能性」が出てき
たことを意味 してお り,関係者一同が 糖 一段階突破"の 感激に浸った。
しかしなが ら,(前記の)大 林氏 は,「この出来事 を手放 しで喜ぶ訳 にはい
かない。これまでにも10Cに承認 され,未だ五輪のプログラムに入っていな
い種目が沢山ある。(30)」との警告を発 した。
1989年,第3回ワール ドゲームズ(31)に初参加。折 しも同年の8月,第5回
パン・パ シフィック選手権が日本で開催(於 ・大阪府立体育館)さ れ,爪国際
スポーツ ・トランポ リン"を世間に知 らしめる絶好の機会 となった。
この大事業の主管 は,1984年の第13回世界選手権に続いて二度 目に当た
る。国際的なビッグ ・イヴェントを担えるということは,換 言するなら,当
該国の存在価値 と実力が,FITをはじめ世界の関係者か ら認め られたことに
他ならない。
1990年の第16回世界選手権・同年齢別競技会,またその翌年に開催 された
ドブロエフスキーカップ,第6回 パン ・パシフィック選手権 ・同年齢別競技
会,さ らには1992年の第17回世界選手権,同 年齢別競技会…へ と,日本 は
毎年,これらの国際競技会に積極的に参加,これが今 日の競技力に繋がった。
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(1)FederationInternationalTrampolineの略称。国際 トランポ リン連盟のこと。
(2)JapanTrampolineAssociationの略称。 日本 トランポ リン協会の こと。1972
年(昭47)に設立 され,初 代会長には浜田靖一氏が就任。設立 と同時に,こ の前
身団体(我 国では初 の トランポリン団体)で あった 「日本 トランポリン研究会」
は,発 展的解消 という形が とられ,そ の任 を終 えた。
(3)1981年(昭56)に発行された 「日本 トランポ リン協会規則集」中の,「トラン
ポリン競技規則」をさす。 この規則集 には,競 技規則のほかに「公認審判員規則」
が掲載,編 集 されている。
(4)決勝演技(戦)を 意味する。俗 にxxファイナル"と も呼ばれ,決 勝進出の選手
により実施 され る。
(5)世界的な規模の競技会にはオ リンピックをはじめ,世 界選手権,同 ・年齢別競
技会,ワ ール ドゲームス等が これに相当す る。
(6)(ここでいう)地 域的な競技会 としては,パ ン ・パシフィック選手権,同 ・年
齢別競技大会,ヨ ーロッパ選手権大会等があげられ る。
(7)「日本における トランポリン競技規則の変遷(2)」田野有一,小 樽商科大学人
文研究第84輯,1992.8,P.144,18行～21 。
(8)「トランポ リン用語」藤田一郎,宮 田和久,田 野有一,伊 藤直樹,細 川賢一,
伊熊克己共著,文 化書房博文社,1986.4,P.5,20行～24行。
→ 〔BARANI〕…前方宙返 り1/2捻り。1980年代後半にJCEBARANI氏の名
前を取ってつけた ものである。綴 りはBARANDY,BARANNI,BARANIなど
がある。
(9)(8)に同じ。P.49,23行～24行。→ 〔ROUTINE〕…演技の こと。一つの課題 の
組合わせを連続実行(実 施)す ること。
⑩ 「FITトランポリン競技規則」JTA,1987,P,6,24行～38行。
→ 〔演技の中断〕…18.1次 の様 な場合,選 手の演技 は中断 した もの とみなす。
18.1.1規定演技 において,選 手が競技カー ドに記載 した1頂序及び型によって演
技 を行わない場合。
18.1.2トランポ リンのベ ッドに明らかに同時 に両足で着地 しなかった場合。
18.1.3着地後ただちに次の運動に継続するの にベッ ドの弾性 を利用 しないで
運動が途切れた場合。
18.1.4演技中,身 体の一部がベ ッド以外の ものに触れた場合。
18.1.5スポッターの身体,ま たはスポ ッターマッ トに触れた場合。
18.1.6演技中,不 安定な状態か らトランポ リンを離れた場合。
18.1.7シンクロナイズ ド演技において,パ ー トナー と違った種 目を行 った場
合。
18.1.7.1ペアの内の一人が,も う一人の種 目よりも半分以上進んだ種 目をして
いる場合 は,違 った種 目とみなされる。
⑪(8)に同じ。P.10,23行～26行。→ 〔CHECKBOUNCE〕…ベ ッド上での止ま
り方の技術 をさし,膝の急激な屈伸 によりベ ッドの反発力 をころし止まる方法を
.いう。ニーブレイク(KNEEBREAK)と 同意語に用いる。
(12)(8)に同じ。P.55,35行～P.56,2行。→ 〔STRAIGHTBOUNCE〕… トラン
ポリン運動の最 も基本かつ重要 となる 「垂直跳び」 をいう。
日本におけるトランポリン競技規則の変遷(4) ヱ09
⑬ 選手の実施 した演技 を,公 平かつ中立的な立場か ら評価 ・判定 を下す公認のラ
イセンス有資格者。主審1,副 主審1,演 技審判員(個 人競技5,シ ンクロナイ
ズ ド競技6),難 度審判2,同 時性審判3… の合計13名が これ らの任 にあたる。
(1987年版 「トランポ リン競技規則」による)
⑭(8)に同じ。P.54,23行～26行。→ 〔SPOTTER〕…補助者。競技中または演技
中,ト ランポ リンの周囲 に立 って補助 の任 にあた る人 の こ と。アシスタ ン ト
(ASSISTANT)と同意語。
(15)規定演技や 自由演技,お よび決勝演技の違 いにかかわ らず,10種目を連続するxx一つの演技 〔ROUTINE〕"において
,同 じ種 目を組入れた場合の繰 り返 された
種 目の難度点の ことをさしていう。
⑯JTA第 二代会長。その歴任期間は,1978年(昭53)4月から1990年(平2)
3月までの7期14年 間に及ぶ。
α7)昭和62年度 「要覧」 日本 トランポ リン協会,!987.4,P.1,8行～12行。
(18)JTA第二代理事長。歴任期間は第二代会長 に同じ。現大阪商業大学教授。1988
年～1994年の問に理事長を務 める。FIT理事 をも歴任す る。
(19)(17)に同じ。P.2,11行～13行。
⑳ 昭和63年度 「要覧」 日本 トランポ リン協会,1988.4,P.1,6行～10行。
⑳(20)に同 じ。P.1,15行～18行。
(22)JapanOlympicCommitteeの略。 日本オ リンピック委員会。
㈱ 平成4年 度 「要覧」 日本 トランポリン協会,1992.4,P.2,24行～26行。
(24㈱に同 じ。P.2,29行～34行。
㈲1991年(平3)よ りJTAの第二代会長 として現在に至る。但 し,途 中,総 理
大臣就任期間 は,副会長;米 沢外秋氏 に引続 き,副 会長;宮 田和久氏が会長職務
代理を務めた。
㈱JTA第 三代理事長。歴任期間は1991年(平3)4月か ら1997年(平10)3月
までの三期六年間。現青山学院大学教授。JTAの社団法人化に尽力 した。
(27)平成3年 度 「要覧」 日本 トランポリン協会,1991.4,P.2,18行～20行。
(28)(23)に同 じ。P。3,36行～37行。
㈲(8)に 同 じ。P.42,6行～9行 。→ 〔PANPACIFICTRAMPOLINE
CHAMPIONSHIPS〕…環太平洋 トランポ リン競技選手権大会。隔年 ごとに開催
される。
⑳ 平成元年度 「要覧」日本 トランポ リン協会,1989.4,P.2,6行～9行 。→(同
氏 はこの文中で)ラ ケ ットボール,ス カ ッシュ,水 上スキー,オ リエンテー リン
グ,ア クロ等…の種 目がその一部… 〔以下,略 〕。(と記 している。)
(3Dオリンピックムーブメン トを尊重 し,参 加選手 は国ではな く,IF(国際競技連
盟)の 代表であ り,既存の競技施設を利用 して開催 されるのが特徴。分か りやす
くいえば,オ リンピックの種 目に入っていないスポーツの国際大会。1981年,ア
メ リカ(サ ンタクララ)において第1回 大会 を開催。1998年末現在,主 催団体で
あるIWGA(国際 ワール ドゲームズ協会)への加盟数は33に及ぶ。 トランポリン
競技に関 しては,2000年のシドニー・オ リンピックか ら 「個人競技」が正式種 目
に加った ことにより,この大会では,「シンクロナイズ ド競技」,「ダブル ミニ競技」
を実施。2001年8月には,日 本(秋 田県内)で 第6回 「WORLDGAMES2001
AKITA」大会が盛大に開催 される。
